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１ 

《 業 種 別 総 括 》 

                              22年 12月 

 

〔漁業〕 

・ 12月の総水揚げは、漁獲量で前年を下回り、金額では上回った。漁獲量、金額とも前年割れは、底曳網

漁、うに漁、たら漁、ほっけ漁、毛かに漁等。数量では前年比、減少するも金額で上回ったのは、たこ

漁。かれい漁、ハタハタ漁、昆布は金額、数量とも前年を上回った。  

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 軽種馬生産業は、厳しい業況が続いている。馬取引は閑散期に入った。 

・ ハウス栽培はクリスマス用イチゴの出荷に追われた。銘柄により出荷量、金額面で前年比の増減大きい。

ホウレン草・南瓜の出荷量は前年を上回った。花卉は前年比出荷数で14％、出荷金額で7％前年を下回

った。 

・ 黒毛和牛は、三石、えりも両地区の総合で出荷頭数、金額とも前年比増加した。 

〔建設業〕 

・ 12月の町発注（新ひだか～えりも地区）工事は前年を件数で1件上回り・金額では１百万円下回った。

累計では前年比、件数で28件増加するも、金額では前年比206百万円のマイナスとなった。 

・ 12月の国･道･町発注管内公共工事の総請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は前年同月

を23百万円下回り、累計(4－12月)でも5,222百万円下回った。 

・ 12月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)8件で前年を3件上回った。 

一部地域・業者では活発な稼働を継続しているが、全般的な稼働は低調に推移した。 

〔小売業〕 

・ コンビニは、地域間格差みられた。売上の増加地域では前年比20％増を示す一方、他地域では前年並

みの売上を確保するに留まった。地元小売店は贈答品等の売上、一部地域での地域振興券の利用によ

る景気刺激策で前年並みが確保された。衣料品は､低価格の商品に人気が集まり、高額品の売上は低調。

総じて地元店の業況は地域間で格差がみられる。家電製品は､大型量販店でテレビ等は好調を維持、地

元店は一部地域を除きエコポイント縮小に伴う低調な売上となった。新車登録台数(新冠～えりも)は、

4ヶ月連続で前年を下回る。前月比でも減少に再び転じた。 

〔雇用〕 

・ 12月の月間有効求人倍率は、浦河地区では前年比で0.02ポイント低下、前月比では0.01ポイントの

上昇となった。全道では前年比0.07ポイント改善するも前月比では0.02ポイント低下した。 

〔総括〕 

以上､12月の地区内は､漁業は漁獲金額が前年を若干上回るも漁獲量等で下回り低調であった。軽種馬生

産業は閑散期に入っており馬取引は低調に推移した。農業では黒毛和牛が前年比で頭数、金額とも前年

を上回り、ハウス栽培でクリスマス用イチゴが順調に出荷された。土木建設業は地域間、業者間の格差

はあるも総じて稼働、受注とも低調に推移。小売業は一部地区で地域振興券等の取扱があり前年並みを

確保できた。個人消費は自動車、家電製品等耐久消費財の購入に底堅さ見られる。 

１２月の地区内経済概況は、基幹産業の漁業、軽種馬生産業等が低調であり、土木建設業におい

ても先行きの不透明さに不安感を拭えていない。個人消費に底堅さ見られるが総じて「足踏み状

態」の景況が続いている。 



 

２ 

 

＊〔沿岸漁業〕たこ､かれい漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き網､つぶ､毛かに漁等。 

総漁獲量 2,385ｔ・金額 1,475百万円（前年同月比 1,650ｔ減・21百万円増）。 
 

 

底曳き網漁………… 744ｔ・   84百万円 (前年同月比1,202ｔ減・ 70百万減) 

かれい漁…………… 370ｔ・  279百万円 (  同      75ｔ増・ 47百万増) 

たこ漁……………… 257ｔ・  117百万円 (  同     50ｔ減・ 14百万増) 

毛かに漁…………… 94ｔ・  203百万円 (  同      3ｔ減・ 69百万減) 

つぶ漁……………… 142ｔ・  105百万円 (  同      3ｔ増・  8百万増) 

たらすけそう漁…… 376ｔ・  130百万円 (  同   614ｔ減・ 49百万減) 

ほっき漁…………… 52ｔ・   13百万円 (  同     3ｔ増・  2百万増) 

ほっけ漁…………… 7ｔ・    2百万円 (  同    16ｔ減・  2百万減) 

うに漁……………… 3ｔ・   10百万円 (  同     4ｔ減・  4百万減) 

ハタハタ漁………… 90ｔ・  25百万円 (  同    83ｔ増・ 24百万増) 

いか漁……………… 1ｔ・    1百万円 (  同   増減なし・ 増減なし) 

昆布出荷…………… 224ｔ・  485百万円 (  同    69ｔ増・120百万増) 

 

・12月の水揚げは、総数量で前年を下回ったが、金額では上回った。数量、金額とも前年を

上回ったのはかれい漁、つぶ漁、ほっき漁、ハタハタ漁、昆布等。数量は同比下回るも金

額で上回ったのは、たこ漁のみ。底曳き網漁、毛かに漁、たらすけそう漁、ほっけ漁、う

に漁は数量、金額とも前年を下回った。 
 

＊〔水産加工業〕 

・昆布加工は、年末年始用商品の加工などで稼動が最盛期。 

・鮮魚等加工は、秋サケ、たこ、つぶ、ししゃも等の加工・出荷がシーズン本番を迎え稼働 

 活発。 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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＊〔軽種馬生産業〕 

 ・軽種馬の取引は閑散期。当地への関係者の来訪もほとんど見られない。 

 

＊〔農 業〕 

 ・平成22年産、日高管内の水稲収穫量は10ａ当たり491㎏(全道平均525㎏)。作況指数は101(同

98)となった。 (農林水産省北海道農政事務所) 

 ・ハウス栽培はクリスマス用イチゴの出荷が順調であった。銘柄による出荷数、金額に格差が 

  出ている。 

 ・野菜類はホウレン草、南瓜で前年比出荷量は上回った。 

 ・花卉は、出荷数、金額ともに前年を下回った。12月末までの生産本数は前年同期比 14％減の

784万本、出荷金額は7％減の558百万円。 

 

＊〔畜産業〕 

 ・黒毛和牛は、三石地区で出荷頭数、金額ともが前年を上回った。価格は仔牛が42万円、肥育

牛が81万円。前年比、仔牛では5万円値を上げ、飼育牛では15万円値を下げた。えりも地

区でも黒毛和牛10ケ月素牛が前年比出荷頭数、金額ともに6ケ月連続で上回った。価格は牡

が 43万円、牝が 37万円。前年比では牡が 1万円、牝が 5万円値を上げた。2地区総体の出

荷状況は、前年同月比出荷頭数、金額ともに増加した。 

 

 

 

 

＊〔公共工事〕 

 ・12月の町発注（新ひだか～えりも地区）工事は23件149百万円。前年比件数で1件の増加、

金額で1百万円減少した。累計(4－12月394件2,738百万円)では前年同期を件数で28件上

回り、金額で206百万円下回った。 

 ・12月の国･道･町発注管内公共工事の総請負金額は928百万円で、前年を23百万円下回った。

累計(4－12月19,072百万円)では5,222百万円下回り、前年同期比21.5％の減少となってい

る。 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額) 

＊〔土木業〕 

 ・大型工事…新ひだか町発注工事、 東橋改修工事 

 

＊〔建設業〕 

 ・本年度の工事稼働は、ほぼ終了している。一部地域の業者を除き、全般的に稼動は低調。 

 

＊〔建築確認申請〕 

・建築確認申請件数（新ひだか～広尾地区）は当月8件（前年同月5件）、累計(4―12月)101

件 (前年同期131件)となっている。 



 

４ 

 

 

 

＊〔木 材〕仕入価格はやや上昇し、販売先へ上昇分の価格上乗せ交渉している。チップ材の出

荷は数量、金額とも前年比を上回った。価格は種類によりバラツキが見られる。 

＊〔製 材〕建築資材等中心の稼働。プレカット材等の受注は順調で前年並みが確保されている。 

  稼働も順調で大手ハウスメーカーへの部材出荷は年明けにずれ込んでいる。 

  魚箱は、たこ漁等の不漁により出荷量が低迷、前年比50％程度の減少となった。 

 
 
 
 
 
 
＊〔卸売業〕 

 ・野菜類は、本州産が主流の扱い。長ネギ、キャベツ、白菜等が入荷の主体。価格は前年比、

若干高値の取引で推移。果物類は、イチゴ、リンゴ、柿、ミカン等が中心。夏場の猛暑、秋

の荒天の影響により入荷量が少なく、価格は前年比高値、輸入フルーツは入荷品目が少なく

価格は同比横ばい～1、2割程高値での取引。 

＊〔小売業〕 

 ・食料品では地元店が前年並み～やや減少の売上。コンビニでは、地域間に格差あるも前年比

並みの売上が確保された。たばこ増税による落ち込みも落ち着いた。大手スーパーは同比1.5

割増加の売上であった。商品別では、季節品、弁当等の日配食品の売上げが増加している。

贈答品は前年並みであった。衣料品は、安価商品の志向強く売上は不振。耐久消費財の家電

製品は、一部地域を除き地元店では勢いが衰えた。大型量販店は依然好調を維持している。 

新車登録台数(新冠～えりも)は88台で前年を25台下回り、4ヶ月連続前年を下回った。 

通年ベース(1-12月)では前年を上回った。飲食業は、忘年会等催事は前年比やや減少気味。 

オードブル等の注文も減少傾向にある。大手外食チェーン店の客足は順調。その他、一部地 

域の「地域振興券」発券による経済効果は見られた。 

 



 

５ 

 

 

 

＊〔管内の倒産〕 

・12月の当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産件数は0件(前年同月2件)。 

累計(1－12月)では前年同期を件数で3件下回り、負債額で21億1千万円下回っている。 

・12月の当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は、2件。前年比件数で1件の減少、負債額

で1億2千万円減少した。累計(1－12月)では前年同期を件数で2件、負債額で218億7千

万円下回った。 

＊〔道内の倒産〕 

・12月の北海道の倒産は､40件の負債額101億2千万円。前年比件数で2件減少､負債額では

34億9千万円増加した。平成22年(1-12月)では4月に次ぐ多い倒産件数となった。 

＊〔全国の倒産〕 

・12月の全国の倒産は､1,102件の負債総額2,464億8千万円。前年同月比件数で34件､負債

額では490億9千万円減少した。倒産件数は17ヵ月連続で前年同月を下回った。 

＊〔雇用〕 

・12月の月間有効求人倍率（0.63）は、浦河地区では前年比で0.02ポイント低下、前月比で

は0.01ポイントの上昇となった。全道では前月比0.02ポイント低下している。 

 

 

 

 

その他 

＊管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

 

 12／ 5  第11回 ジャパンカップダート                    （ＧⅠ） 

       トランセンド号      (新冠町 ノースヒルズマネジメント殿生産) 

 12／12  第 3回 カペラステークス                     （ＧⅢ） 

       セイクリムズン号     (様似町 清水スタッド殿生産) 

12／19  第48回 愛知杯                          (ＧⅢ) 

       セラフィックロンプ号   (新冠町 守矢牧場殿生産) 

12／25  第133回 中山大障害                     （Ｊ・ＧⅠ） 

       バシケーン号       （新冠町 上井農場殿生産） 

        第27回 ラジオＮＩＫＫＥＩ杯2歳ステークス            (ＧⅢ) 

       ダノンバラード号     （新ひだか町三石 ケイアイファーム殿生産） 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区 

倒産・雇用状況 

その他 



 

６ 

《指  標》 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成22年12月現在)                     (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世 帯 数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,642 -101 -7 2,588 -29 0 

日 高 町 13,778 -168 -35 6,655 -11 -11 

新 冠 町 5,853 -11 29 2,612 -15 8 

新 ひ だ か 町 25,670 -298 -81 12,307 -17 -20 

浦 河 町 14,219 -222 -17 7,046 -19 -9 

様 似 町 5,253 -69 0 2,337 8 -2 

え り も 町 5,496 -112 0 2,195 -22 -3 

広 尾 町 8,092 -50 -6 3,515 20 2 

大 樹 町 6,062 -65 1 2,635 8 3 

日高･十勝地区合計 90,065 -1,096 -116 41,890 -77 -32 

札 幌 市 1,897,261 -8,516 1,036 964,390 73,245 1,083 

江 別 市 122,134 -433 7 53,609 277 25 

石 狩 市 61,048 -100 20 26,420 229 17 

北 広 島 市 60,585 -279 29 25,936 158 6 

恵 庭 市 68,881 143 9 30,366 290 4 

千 歳 市 93,797 308 -23 44,425 378 -42 

石狩地区合計 2,303,706 -8,877 1,078 1,145,146 74,577 1,093 

苫 小 牧 市 174,138 170 68 82,645 956 20 

厚 真 町 4,896 -13 -4 2,043 10 3 

む か わ 町 9,680 -158 -12 4,465 -25 -2 

胆振地区合計 188,714 -1 52 89,153 941 21 

営業区域合計 2,582,485 -9,974 1,014 1,276,189 75,441 1,082 

   (資料出所:各市町村) 

２ 労働需給状況(平成22年12月)                          （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 
前年同月比 前 月 比 

浦 河 全 道 浦 河 全 道 

月 間 有 効 求 人 数 532 44,489 -5.00 17.64 -6.34 -11.35 

月間有効求職者数 851 106,502 -1.16 -2.39 -6.79 -6.04 

月間有効求人倍率 0.63 0.42 -0.02 0.07 0.01 -0.02 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

３ 建築確認申請(平成22年12月)                          （単位：件） 

  件 数 前 年 同 月 比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 8 3 2 

(新ひだか町～広尾町) 22/4～22/12 累計 101 -30  

(資料出所:各市町村) 

４ 企業倒産状況(平成22年12月)                       （単位：件、千万円） 

 件 数 金額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 2 23 -1 -12 建設業２件 苫小牧市２件 

うち新冠町～えりも町 0 0 -2 -24 

北 海 道 40 1,012 -2 349   

全   国 1,102 24,648 -34 -4,909   

(資料出所:東京商工ﾘｻｰﾁ) 

 

 



 

７ 

５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(平成22年12月)    

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

116,408 -2.80 -1.87 61,775 -5.38 1.06 

                                       （資料出所:浦河･静内金融協会） 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 22年12月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 317 -10.45 -46.99 

交換金額 833 -11.57 -12.32 

不渡り手形枚数 0 － － 

不渡り手形金額 0 － － 

                                       (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 乗用車新車登録台数（普通･小型乗用、軽自動車(軽トラ含む)） 

                                   （単位：台） 

町 名 
22年12月の 登 録 22／1月～22／12月迄の累計 

台 数 前 年 同 月 比 前 月 比 台 数 前 年 同 期 比 

新 冠 町 13 -1 4 225 21 

新ひだか町 29 -24 -30 832 57 

浦 河 町 24 -3 -9 443 29 

様 似 町 7 -2 -14 186 24 

え り も 町 15 5 3 189 14 

合 計 88 -25 -46 1,875 145 

(資料出所:自販連室蘭支部、室蘭軽自動車協会) 

 

８ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

  12月中の気象状況                            (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1971～2000年

の資料から算出された平年値を使

用。気温は当月の平均気温から平年

値を差し引いたもの(平年比)。降水

量､日照時間は当月の降水量･日照

時間の平均を平年値で割り返した

もの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 2.2 101.0 75.5 2.0 178.1 67.1 

広   尾 0.9 79.5 77.8 2.2  105.7 52.6 

                                      (資料出所:日本気象協会北海道支社) 

９ 各町の水道使用量（平成22年12月） 

                                            （単位：㍑、％） 

 一般家庭用 前年比 事業一般用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内    104,464 -     50,023 -   154,487 - 

新ひだか町三石 32,116 -0.02 18,358 0.13 50,474 0.03 

浦 河 町 65,649 0.01 30,952 1.23 96,601 0.47 

様 似 町 27,708 -0.30 14,401 11.20 42,109 3.30 

え り も 町 28,196 -0.25 13,147 -6.37 40,506 -2.20 

広 尾 町 39,247 1.51 16,691 7.80 55,938 3.31 

＊ 広尾町は22年11月分                             (資料出所：各町) 
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日高振興局からのお知らせ 

日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくために、農業、林業、水産業、商工業

など幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 

今回は、林業分野の取組について紹介します。 

 

えりも町に地材地消の高齢者福祉寮が完成 

 

平成２２年１０月に「公共建築物における木材の 

利用の促進に関する法律」が施行され、今後、公共 

建築物の木造化が進められることとなりました。 

このような中、えりも町では、森林整備加速化・ 

林業再生事業を活用し、道産材を使用した高齢者福 

祉寮が建設されました。 

延べ床面積３９０平方メートル、建築面積４６７ 

平方メートルで、建設費は約９，０００万円となっ 

ています。 

６室ある個室には、各々にトイレ等が設置されて 

おり、館内は全面バリアフリーとなっています。 

外装にはえりも町有林から産出されたカラマツが 

使用されているほか、構造材や内装材にも道産材が 

使用されており、全体では約７０立方メートルの木 

材が使用されています。 

今後、町内外に対し、木造公共施設として広くピ 

ーアールされることが期待されています。 

 

 

  

森林組合と建設協会が「民有林整備に係る林業と建設業の連携協定」を締結 

 

平成２３年１月１８日（火）、日高東部森林組合 

（浦河町、代表理事組合長 小原庸行）と浦河建設 

協会（浦河町、会長 上田正則）が、同森林組合の 

地区において、地球温暖化防止森林吸収源対策等に 

資する間伐を中心とする森林整備等を確実に推進す 

るため、相互の技術協力、支援、さらなる体制の強 

化を図り、地域の貴重な森林を守り育てることを目 

的に、「民有林整備に係る林業と建設業の連携協定」 

を締結しました。 

締結後は、立木の間伐・枝打ち作業に係る現場視察研修並びに枝打ち等により払った枝を残存木の幹周りに巻いて、

エゾシカからの被害を防止する「枝条巻き作業」に係る実技研修等を行う予定です。 

 

 

 

 

 
 

 



 

９ 

 
 
 
※ 「教育ローン」 キャンペーン取扱中！ 

 キャンペーン適用金利 ： 年2.10% → 最大優遇金利 年1.90% 
 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成２３年４月２８日まで 

◎ 資 金 使 途 ： ご本人様、またはその子弟、孫、扶養親族にかかる教育資金。 

◎ 融 資 金 額 ： 500万円以内。(しんきん保証基金付無担保ローンの累積保証額は1,000万円以内とします。) 

◎ 融 資 期 間 ： 10年以内。(リピートプランご利用の場合は 8年以内。) 

◎ 返 済 方 法 ： 毎月元利均等又は元金均等償還。ご融資額の 50％まで半年毎ボーナス併用償還も可能。 

   元金据置期間は卒業予定月まで、かつ 4年7ヶ月を限度とします。 

   (リピートプランご利用の場合の据置期間は 6ヶ月以内とします。) 

◎ 保 証 料 ： ご融資時に、ご融資金額、期間に応じ(社)しんきん保証基金が定める、年0.95%の保証料を 

   一括してお支払いいただきます。(リピートプランの場合は年0.75%です。) 

◎ 融 資 対 象 ： 満20歳以上の方で、「しんきん保証基金」の保証が得られる方。 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 

※ 「カーライフプラン・エコ」 取扱中！ 
 エコカー特典付！ エコカー新車購入で金利さらに 0.20％引下げ 
 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成23年3月31日まで 

◎ 資 金 使 途 ： エコカー(新車)購入資金、およびその他諸費用。 

◎ 融 資 金 額 ： 500万円以内。 

◎ 融 資 期 間 ： 8年以内。 

◎ 返 済 方 法 ： 毎月元利均等又は元金均等返済。半年毎ボーナス併用返済もご利用できます。 

◎ 取 扱 期 間 

 

： 元金据置期間6ヶ月以内。 

   変動金利 ～ ・基準金利    年4.06％ 

            ・最優遇金利  年2.46％ 取引内容によりご利用できます。 

   ※エコカー特別低減で基準金利よりさらに年0.20％引下げとなります。 

◎ 保 証 料 ： お取引金利に含まれますので別途の負担はありません。但し一括払い時は 0.86％で計算。    
◎ 融 資 対 象 ： 満20歳以上の方で、「しんきん保証基金」の保証が得られる方。 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 

※ 第１１回懸賞金付き定期預金「元気応援！スーパーチャンス」発売中！ 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成２３年１月１７日(月)～平成２３年３月３１日(木)まで 

◎ 預  金  種  類 ： スーパー定期預金 １年もの 普通定期預金 (証書式)。 

◎ 預  入  金  額 ： １０万円以上１,０００円未満。 

◎ 利用頂ける方 ： 個人のお客様のみで、当金庫に普通預金、(貯蓄預金を含む)をお持ちの方。 

◎ 抽選日・抽選会場  ： 平成２３年１２月１５日(木)  当金庫本店で行います。 

◎ 適  用  金  利 ： お預入れ時の店頭金利とします。 

※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 

※平成２３年３月６日(日)当金庫のＡＴＭコーナーを臨時休止いたします！  
お客様には、大変ご不便をおかけし、誠に申し訳ございません。 

ご利用予定の現金は、お早めにご準備を頂きますようお願い申し上げます。 

なお、当金庫キャッシュカードにより、「ゆうちょ銀行」「セブン銀行」その他の金融機関(一部信用金庫

を除く)のＡＴＭは通常通りにご利用いただけます。 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。



 

 

 

 
 
 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

  ※ 旧 大通支店…平成22年8月6日(金)の営業をもって大通支店の名称を様似支店としました。 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4     ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外ATM 

浦河町役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日･土曜･祝日10：00～19：00 日曜9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

歌笛出張所ATM 日高郡新ひだか町三石歌笛 （旧歌笛支店） 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 土曜 9：00～14：00 

 

 

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2   

電話 (0146)22-4114 

FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 
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